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埼玉版SDGs推進アプリ『S3（エスキューブ）』の
利用者登録について
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埼玉版SDGs推進アプリ「S3（エスキューブ）」について
●経緯：「維持管理の担い手確保」に向けて、まずは自然再生地の認知度向上が課題として挙げられる中、自然再生地での活動の周知方法の拡大もその解

決策の1つと考えられます。そこで、協議会として埼玉県SDGs官民連携プラットフォームへ入会し、埼玉版SDGs推進アプリ『S3（エス
キューブ）』を活用することについて、3月17日(金)開催の維持管理・環境管理専門委員会並びに３月24日(金)開催のイベント実行委員会で協
議がなされ、委員の皆さまから承認を得ました。今後は、協議会の場で協議をしていきます。

●埼玉版SDGs推進アプリ『S3（エスキューブ）』について
・S3は、埼玉県がSDGsの推進を目的に、2021年11月より配信を開始したアプリです。
・S3のアプリ利用者は、アプリ内のクイズなどの課題をクリアすることでポイントを獲得し、それを使ってWAONポイントなどをもらうことができます。
・S3のアプリでのポイント獲得方法の中には、「イベントへの参加」という項目があり、そこでイベント情報を知ることができます。
⇒自然再生地での維持管理活動（一般ボランティアの募集）やイベント開催情報を載せることで、広報先の1つとして利用できます。また、SDGsへの貢

献を多様な主体に周知することができると考えられます。

【実際のイベント掲載画面】
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（参考）埼玉県SDGs官民連携プラットホーム
●埼玉県SDGs官民連携プラットフォームについて
・埼玉県SDGs官民連携プラットフォームへ入会することで、S3へイベント情報を掲載することができます。
・埼玉県SDGs官民連携プラットフォームは、「ワンチームで埼玉版SDGsを推進する」という目的に賛同する企業/団体等が入会できる官民連携の場と

して、埼玉県が設置しています。
・入会すると、プラットフォーム会員の情報を入手することもでき、今後の連携・協働先確保につなげる手段となり得ると考えられます。
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